
くまがや市議会だより(7) 18.　２.　１�

え
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。

　
　
　
①
平
成
十
七
年
十
二
月
一

　
　
　
日
現
在
、
旧
熊
谷
地
区
に

二
十
九
団
体
、
旧
妻
沼
地
区
に
十

六
団
体
、
旧
大
里
地
区
は
結
成
が

な
い
。
②
収
容
施
設
が
あ
る
避
難

所
は
、
市
内
に
百
一
カ
所
あ
り
、

そ
の
収
容
人
員
は
旧
熊
谷
地
区
が

十
九
万
九
千
人
、
旧
大
里
地
区
が

一
万
二
百
人
、
旧
妻
沼
地
区
が
二

万
九
千
二
百
人
で
あ
る
。
基
準
に

つ
い
て
は
、
各
地
域
に
存
在
し
、

わ
か
り
や
す
く
、
多
く
の
人
が
集

ま
り
や
す
い
学
校
等
で
あ
る
。
③

平
成
十
四
年
の
台
風
十
四
号
の
と

き
は
、
大
原
や
平
塚
新
田
等
の
地

区
で
床
下
浸
水
等
の
被
害
が
出
た
。

④
小
・
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
中
の
耐
震
工
事
を
含
め
る
と

約
五
二
％
で
あ
る
。
ま
た
、
市
立

体
育
館
や
公
民
館
は
耐
震
化
を
実

施
し
て
い
な
い
。
⑤
地
域
的
な
バ

ラ
ン
ス
や
公
共
施
設
の
空
き
ス
ペ

ー
ス
等
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

⑥
各
小
・
中
学
校
で
は
、
毎
年
九

月
に
防
災
訓
練
等
を
実
施
し
て
い
る
。

⑦
現
在
、
各
地
域
の
自
主
防
災
組

織
結
成
を
最
優
先
に
考
え
、
結
成

時
に
資
機
材
購
入
費
の
補
助
を
行

っ
て
い
る
。�

（
市
民
部
安
心
安
全
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
の
有

価
物
に
つ
い
て
」�

���������������

松
　
岡
　
兵
　
衛
　
議
員�

　
　
　
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
耐
震
強

　
　
　
度
の
偽
装
問
題
が
、
毎
日

の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
①
建
築
確
認
制
度
の
概
要

は
②
市
に
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
建
築

現
場
へ
の
調
査
・
指
導
権
限
が
あ

る
の
か
③
市
と
民
間
検
査
機
関
の

建
築
確
認
件
数
は
④
本
市
の
木
造

住
宅
棟
数
は
⑤
市
で
建
築
確
認
し

た
建
築
物
の
完
了
検
査
の
状
況
は
、

そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。�

　
　
　
①
建
築
基
準
法
で
は
、
建

　
　
　
築
主
は
建
築
物
等
の
着
工

に
先
立
ち
、
建
築
主
事
ま
た
は
指

定
確
認
検
査
機
関
の
確
認
（
確
認

済
証
の
交
付
）
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
②
本
市
は
、
建
築
基

準
法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
に
規

定
す
る
建
築
物
、
い
わ
ゆ
る
木
造

二
階
建
て
建
築
物
程
度
に
限
り
権

限
を
有
す
る
限
定
特
定
行
政
庁
で

あ
る
た
め
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
へ
の

調
査
や
指
導
は
困
難
で
あ
る
。
③

平
成
十
六
年
度
は
、
八
百
四
十
七

件
中
、
旧
熊
谷
市
が
九
十
一
件
、

民
間
が
七
百
五
十
六
件
で
あ
る
。

な
お
、
市
の
建
築
確
認
件
数
に
占

め
る
割
合
は
、
年
々
減
少
し
て
い
る
。

④
新
市
全
体
で
約
六
万
七
千
棟
で

あ
る
。
⑤
建
築
主
は
、
工
事
完
了

後
四
日
以
内
に
完
了
検
査
申
請
書

を
建
築
主
事
ま
た
は
民
間
の
指
定

確
認
検
査
機
関
に
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
申
請
が
あ
っ
た

と
き
に
は
、
確
認
申
請
書
に
基
づ

き
検
査
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
十

六
年
度
の
完
了
検
査
率
は
、
旧
熊

谷
市
は
約
四
八
％
で
あ
り
、
県
平

均
の
約
六
三
％
に
比
べ
低
率
で
あ

る
た
め
、
こ
の
制
度
の
啓
発
活
動

を
さ
ら
に
行
っ
て
い
く
。�

（
都
市
整
備
部
開
発
指
導
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
効
果
に
つ
い
て
」

ほ
か�

�������

���

吉
　
野
　
勘
　
治
　
議
員�

　
　
　
市
民
へ
の
公
平
・
公
正
の

　
　
　
た
め
、
国
土
調
査
（
地
籍

調
査
）
の
実
施
を
推
進
す
る
べ
き

だ
と
思
う
が
、
①
旧
一
市
二
町
の

実
施
済
率
は
②
旧
熊
谷
地
区
で
、

ど
の
よ
う
に
推
進
す
る
の
か
③
法

務
局
へ
の
送
り
込
み
（
成
果
の
送
付
）

の
遅
れ
で
、
今
ま
で
に
弊
害
は
な

か
っ
た
か
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。�

　
　
　
①
旧
熊
谷
市
で
は
、
計
画

　
　
　
面
積
五
八
・
八
五
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
中
、
実
施
済
（
法
務

局
へ
の
成
果
の
送
付
済
）
率
は
四
五
・

八
三
％
で
あ
る
。
ま
た
、
旧
妻
沼

町
で
は
、
計
画
面
積
三
〇
・
八
〇

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
中
、
実
施
済

率
は
九
六
・
四
％
で
あ
る
。
旧
大

里
町
で
は
、
計
画
面
積
一
五
・
五

八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
中
、
実
施

済
率
は
一
〇
〇
％
で
あ
る
。
②
平

成
十
六
年
度
か
ら
外
注
型
委
託
を

導
入
し
、
吉
岡
地
区
か
ら
実
施
し

て
い
る
。
今
後
も
民
間
事
業
に
関

す
る
国
土
調
査
法
第
一
九
条
第
五

項
の
指
定
に
つ
い
て
の
通
達
等
を

踏
ま
え
て
、
推
進
の
方
策
を
検
討

し
て
い
く
。
③
開
発
申
請
等
に
お

い
て
、
多
少
時
間
的
な
ロ
ス
が
生

じ
る
が
、
特
に
大
き
な
弊
害
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。�

（
産
業
振
興
部
農
地
整
備
課
）�

���

滝
　
沢
　
　
　
肇
　
議
員�

　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
、
新
た

　
　
　
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
同
年

十
月
に
は
、
経
営
所
得
安
定
対
策

等
大
綱
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
、
①
背
景
と
現
状
は

②
行
政
に
お
け
る
取
り
組
み
は
③

農
業
委
員
会
に
お
け
る
取
り
組
み

は
④
農
協
に
お
け
る
取
り
組
み
は

⑤
土
地
改
良
団
体
に
お
け
る
取
り

組
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。�

�������������

　
　
　
①
同
計
画
の
見
直
し
の
背

　
　
　
景
に
は
、
農
業
従
事
者
の

減
少
や
高
齢
化
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

特
に
、
土
地
利
用
型
農
業
に
お
い

て
は
、
農
業
経
営
の
規
模
拡
大
が

　�

国
土
調
査
の�

　
　
送
り
込
み
に
つ
い
て�

防
災(
地
震)

対
策
に
つ
い
て�

新
た
な
農
業
政
策
へ
の�

　
転
換
と
対
応
に
つ
い
て�

答�

答�

答� 問�

問�

問�答�

消防団の訓練消防団の訓練�消防団の訓練�

米の収穫作業米の収穫作業�米の収穫作業�


